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10―12月

粗
鋼
生
産
2213
万
㌧
計
画

前
期
比
1.4
％
増

前
年
は
下
回
る

経
産
省

ま
と
め

景
気
下
振
れ
懸
念

成長へアンテナ機能強化
金
属
資
源
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
本
部

脱
炭
素
・
Ｅ
Ｘ
軸
に

電
池
原
料
や
二
次
資
源
開
拓

特
殊
鋼
5
四
半
期
ぶ
り
増

自
動
車
生
産
回
復
が
焦
点

鉄
産
懇
、海
外
は
下
振
れ
リ
ス
ク

虹
技
、機
械
加
工
に
参
入

門
型
Ｍ
Ｃ
導
入
、完
成
品
供
給

2
年
ぶ
り
9000
万
㌧
割
れ

22
年
粗
鋼
計
画
6.6
％
減

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

買
値
500
円
下
げ

東
京
製
鉄
5
拠
点

経
済
産
業
省
が
11
日
ま
と
め
た
2
0
2
2
年
度
第
3
四
半
期（
10
―
12
月
）の
鉄
鋼
生
産
計
画
に
よ
る
と
、

粗
鋼
は
前
期
比
1
・
4
％
増
の
2
2
1
3
万
㌧
と
4
四
半
期
ぶ
り
に
増
え
る
。
需
要
の
緩
や
か
な
回
復
傾
向

を
受
け
て
、
普
通
鋼
、
特
殊
鋼
と
も
国
内
、
輸
出
向
け
と
も
に
生
産
が
増
え
る
見
通
し
。
た
だ
、
前
年
同
期

比
で
は
普
通
鋼
、
特
殊
鋼
、
内
外
需
向
け
と
も
に
下
回
る
。
景
気
の
下
振
れ
懸
念
も
あ
り
、
経
産
省
金
属
課

に
よ
る
と
、
1
カ
月
前
の
需
要
見
通
し
時
点
に
比
べ
て
も
自
動
車
の
回
復
ペ
ー
ス
な
ど
を
中
心
に
業
界
関
係

者
の
見
方
が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
お
り
、
先
行
き
に
は
警
戒
が
要
る
。

普
通
鋼
鋼
材
の
3
四
期

の
国
内
向
け
生
産
は
高
炉

が
前
期
比
15
万
3
0
0
0

㌧
、
2
・
5
％
増
え
る
。

建
設
の
大
型
物
件
が
底
堅

く
、
産
業
機
械
な
ど
の
需

要
が
堅
調
の
見
通
し
。
夏

期
減
産
か
ら
回
復
す
る
電

炉
は
33
万
㌧
、
9
・
2
％

増
え
る
。

普
通
鋼
鋼
材
の
3
四
期

の
輸
出
向
け
生
産
は
高
炉

が
前
期
比
31
万
㌧
、
6
・

6
％
増
え
る
。
ア
ジ
ア
の

安
値
な
ど
輸
出
環
境
は
厳

し
い
が
、
一
部
前
期
か
ら

の
生
産
ず
れ
込
み
が
あ
る

と
い
う
。
電
炉
は
季
節
要

因
で
4
万
㌧
、
13
・
9
％

増
え
る
。

三
菱
商
事
の
金
属
資
源
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
本
部
は
金
属
資
源
グ
ル

ー
プ
の
資
源
投
資
案
件
に
つ
な
が
る
新
た
な
ソ
ー
ス
開
拓
な
ど
の
機

能
を
高
め
る
方
針
だ
。グ
ル
ー
プ
で
は
脱
炭
素
、Ｅ
Ｘ
を
軸
に
鉄
鋼
原

料
、
銅
な
ど
伝
統
的
な
分
野
で
も
新
規
案
件
の
発
掘
を
目
指
し
て
お

り
、電
池
原
料
、二
次
資
源
な
ど
新
た
な
分
野
に
切
り
込
も
う
と
し
て

い
る
。
本
部
で
は
三
菱
商
事
Ｒ
ｔ
Ｍ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や
欧
米

含
め
た
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、ア
ン
テ
ナ
機
能
を
高
め
、成

長
の
芽
を
い
ち
早
く
発
掘
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
を
に
ら
ん
だ
グ
ル

ー
プ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
再
構
築
に
貢
献
す
る
。

関
連
記
事
14
面

本
部
の
2
0
2
1
年
度

の
純
利
益
は
前
年
比
59
億

円
増
の
1
8
6
億
円
と
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
世

利
耕
一
本
部
長
に
よ
る

と
、
非
鉄
金
属
取
引
が
伸

び
た
ほ
か
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
停
滞
や
地
政
学

的
な
混
乱
の
中
で
、
新
た

な
販
路
を
求
め
る
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
や
代
替
ソ
ー
ス
を

求
め
る
需
要
家
双
方
の
要

望
に
応
じ
、数
量
が
拡
大
、

収
益
を
伸
ば
し
た
。

本
部
の
機
能
と
し
て
、

年
間
1
0
0
億
―
2
0
0

億
円
規
模
の
安
定
し
た
収

益
貢
献
、
市
場
の
ア
ン
テ

ナ
機
能
、
成
長
の
芽
を
発

掘
す
る
機
能
を
3
本
柱
に

進
め
る
。
業
界
の
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
と
し
て
取
引
に
関

わ
る
立
場
と
し
て
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
期
待
が
大
き

い
、
ア
ン
テ
ナ
機
能
と
成

長
に
向
け
た
戦
略
的
な
情

報
機
能
を
重
視
す
る
。

電
池
原
料
と
し
て
の
ニ

ッ
ケ
ル
・
リ
チ
ウ
ム
取
引

や
貴
金
属
の
二
次
資
源
取

引
な
ど
、
電
化
や
循
環
型

社
会
へ
の
移
行
を
に
ら
ん

だ
取
り
組
み
に
注
力
し
て

い
る
。脱
炭
素
分
野
で
は
、

製
鉄
の
低
炭
素
化
に
向
け

て
、
バ
イ
オ
コ
ー
ル
や
還

元
鉄
の
商
機
に
向
け
た
市

場
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

三
菱
商
事
の
信
用
力
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て

新
た
な
分
野
を
開
拓
す

る
。

経
済
産
業
省
が
ま
と
め

た
生
産
計
画
に
よ
る
と
、

特
殊
鋼
熱
間
圧
延
鋼
材
は

前
期
比
3
・
4
％
増
の
4

2
9
万
㌧
と
5
四
半
期
ぶ

り
に
増
え
る
。
自
動
車
な

ど
主
要
需
要
先
が
緩
や
か

に
回
復
し
、
半
導
体
な
ど

の
部
品
調
達
に
改
善
の
兆

し
も
出
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
、
内
外
情
勢
か
ら
下

振
れ
リ
ス
ク
は
注
視
が
要

る
。
前
年
同
期
比
で
は
内

外
需
向
け
と
も
に
減
る
見

通
し
。

特
殊
鋼
の
3
四
期
の
国

内
向
け
生
産
は
機
械
構
造

用
炭
素
鋼
が
86
万
2
0
0

0
㌧
と
前
期
比
4
・
6
％

増
え
る
。
構
造
用
合
金
鋼

は
66
万
5
0
0
0
㌧
と
6

・
5
％
増
、
高
抗
張
力
鋼

は
66
万
5
0
0
0
㌧
と
2

・
1
％
増
、
ス
テ
ン
レ
ス

は
条
鋼
が
11
万
㌧
と
2
・

4
％
減
、
鋼
板
が
33
万
6

0
0
0
㌧
と
3
・
0
％
減

の
計
44
万
6
0
0
0
㌧
と

2
・
9
％
減
る
。

特
殊
鋼
の
3
四
期
の
輸

出
向
け
生
産
は
高
抗
張
力

鋼
が
48
万
9
0
0
0
㌧
と

前
期
比
8
・
3
％
増
え

る
。
構
造
用
合
金
鋼
は
24

万
9
0
0
0
㌧
と
11
・
8

％
増
、
機
械
構
造
用
炭
素

鋼
は
15
万
7
0
0
0
㌧
と

13
・
9
％
増
、ス
テ
ン
レ
ス

は
条
鋼
が
5
万
4
0
0
0

㌧
と
8
・
6
％
減
、鋼
板
が

7
万
7
0
0
0
㌧
と
45
・

1
％
減
の
計
13
万
1
0
0

0
㌧
と
26
・
3
％
減
る
。

鉄
鋼
産
業
懇
談
会
の
廣

瀬
孝
会
長
（
日
本
製
鉄
副

社
長
）
は
11
日
開
催
の
会

議
後
に
国
内
の
鉄
鋼
需
要

に
つ
い
て
「
持
ち
直
し
の

動
き
が
継
続
し
、
建
設
は

大
型
再
開
案
件
な
ど
非
住

宅
が
堅
調
で
電
機
・
産
機

も
設
備
投
資
意
欲
の
高
さ

か
ら
好
調
だ
。
一
方
で
自

動
車
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
正
常
化
の
遅
れ
で
減

産
が
続
い
て
い
る
。
自
動

車
生
産
に
挽
回
の
動
き
は

見
ら
れ
る
が
半
導
体
な
ど

部
品
ネ
ッ
ク
の
解
消
に
伴

う
生
産
回
復
の
動
き
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

な
お
自
動
車
生
産
の
動
向

が
焦
点
と
強
調
し
た
。

海
外
市
場
に
つ
い
て
は

「
各
国
の
金
融
政
策
の
変

化
に
伴
う
経
済
の
減
速
、

原
燃
料
価
格
の
高
騰
や
物

流
費
な
ど
コ
ス
ト
上
昇
、

地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま

り
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

混
乱
に
よ
る
供
給
制
約
、

中
国
の
新
し
い
政
治
体
制

に
伴
う
経
済
動
向
の
変
化

な
ど
の
下
振
れ
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
て
鋼
材
需
要
の
動

向
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
慎
重
な
見
方

を
示
し
た
。

減
速
が
続
く
中
国
経
済

に
つ
い
て
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ

政
策
の
継
続
な
ど
に
対
す

る
懸
念
は
あ
る
が
、
鉄
鋼

市
場
の
動
向
の
見
極
め
に

は
少
し
時
間
を
要
す
る
。

鋼
材
在
庫
を
見
る
と
必
ず

し
も
実
需
が
落
ち
込
ん
で

い
る
状
況
で
は
な
い
。
旧

正
月
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

て
も
旧
正
月
明
け
の
需
要

の
戻
り
の
季
節
的
パ
タ
ー

ン
は
早
ま
る
か
も
し
れ
な

い
。
一
概
に
悲
観
的
に
見

る
べ
き
で
は
な
く
、
事
実

を
正
視
す
る
こ
と
が
大

事
」
と
語
っ
た
。

鋳
造
大
手
の
虹
技
は
11

日
、
姫
路
東
工
場
（
兵
庫

県
姫
路
市
）
で
機
械
加
工

事
業
を
開
始
す
る
と
発
表

し
た
。
2
0
2
3
年
1
月

を
め
ど
に
門
型
マ
シ
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
導
入
、
従

来
社
外
で
行
っ
て
い
た
機

械
加
工
を
社
内
で
行
う
こ

と
で
、
従
来
の
鋳
物
素
材

の
み
で
な
く
、
完
成
品
と

し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
鋳
物
製
品
の

付
加
価
値
向
上
と
拡
販
を

目
指
す
。

新
た
に
設
置
す
る
設
備

は
、
新
日
本
工
機
製
の
門

型
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
Ｎ
ｅ
ｏ
Ｖ
―
6
Ｍ
」。テ

ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
は
6
0
0

0
㍉
×
3
0
0
0
㍉
で
、

工
作
物
許
容
質
量
は
30
㌧

ま
で
対
応
す
る
ほ
か
、
自

動
加
工
ソ
フ
ト
も
導
入
す

る
。同

社
で
は
既
存
加
工
機

を
3
台
保
有
し
て
い
る

が
、
新
た
に
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
加
工
精
度
の
向
上

を
実
現
し
た
。
従
来
、
産

業
機
械
の
鋳
物
素
材
と
し

て
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
し
て

い
た
も
の
が
、
模
型
製
造

か
ら
鋳
物
素
材
ま
で
の
工

程
か
ら
、
模
型
製
造
か
ら

鋳
物
完
成
品
ま
で
の
一
貫

生
産
が
可
能
と
な
る
。

新
設
備
で
は
、
ギ
ア
ケ

ー
シ
ン
グ
や
工
作
機
械
用

鋳
物
な
ど
を
加
工
す
る
。

同
社
で
は
、
市
場
の
ニ
ー

ズ
が
拡
大
し
て
い
た
機
械

加
工
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
鋳
物
部
門
の
付
加
価

値
向
上
を
進
め
「
部
門
の

業
績
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
、
今
後
も
加
工
機
の
更

新
や
増
設
を
行
っ
て
い

く
」（
山
本
幹
雄
社
長
）
と

し
て
い
る
。

経
産
省
が
ま
と
め
た
生

産
計
画
に
よ
る
と
、
2
0

2
2
暦
年
の
粗
鋼
生
産
は

前
年
比
6
・
6
％
減
の
8

9
9
5
万
㌧
と
2
年
ぶ
り

に
減
る
。
2
年
ぶ
り
に
9

0
0
0
万
㌧
を
割
り
込

む
。
4
―
12
月
で
は
6
6

9
3
万
㌧
と
前
年
同
期
比

7
・
8
％
減
る
。

こ
の
ペ
ー
ス
で
は
年
度

で
21
年
度
並
み
の
9
5
0

0
万
㌧
台
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
1
―
3
月
が
10
―

12
月
並
み
な
ら
ば
9
0
0

0
万
㌧
に
も
届
か
な
い
状

況
だ
。

東
京
製
鉄
は
12
日
入
荷

分
か
ら
高
松
鉄
鋼
セ
ン
タ

ー
以
外
の
5
拠
点
で
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
購
入
価
格
を

ト
ン
当
た
り
5
0
0
円
下

げ
た
。

きょうの紙面

三菱商事、Ni・Li調達強化

システム建築部材を拡販
日鉄エンジニアリングは、
独自に開発したシステム建築
商品「スタンパッケージ」（Ｓ
Ｐ）の部材販売について、20
30年度で現行の3倍以上とな
る100億円を目指す。

ヒガ・アーツ、加工機新設

10月の非鉄月間市況統計

マーケット情報
三菱UFJ銀行

�
�
�

現地10日セツル、ドル
�
�
�
�

11日、円
�
�
�
�

〈8面に主要企業株価欄〉
11日調べ、円

関東地区、円

現地10日
�

中心限月、現地10日、ドル
�

中心限月、現地10日、元
�
�

現地10日、ドル
�

48,000―49,000

14面 非鉄ニュース

2面 鉄鋼ニュース

3面 鉄鋼ニュース

12面 非鉄データ資料

142.87
145.91
20.09

8065.0
2272.0
24420.0
2832.0

817.47
2,188.5
1,496.0
606.0

49,200
50,300

1390

86.47

3548
3643

87.66
中国輸入鉄鉱石湾岸価格

東証終値

鉄スクラップ総合価格

鉄スクラップ湾岸価格

バルチック海運指数

11日10時
ドル
ユーロ
人民元

H2
新断バラ

異形棒鋼
熱延鋼板

(CISA調べ）

銅
アルミ
ニッケル
亜鉛

WTI原油先物

28,263.57
日本製鉄
JFEHD
神戸製鋼

LME相場

中国先物市場

外為TTS

H2

鉄鋼生産計画、経産省
（単位 :万トン、％）

10―12月 前 年
同期比 前期比

粗鋼 2,213 �8.5 1.4
鋼材合計 1,974 �5.1 6.6
普通鋼 1,545 �5.3 7.5
H形鋼 99 5.1 10.8
小棒 196 �4.2 6.6
特殊鋼 429 �4.3 3.4
国内向け 1,322 �5.0 4.4
普通鋼 1,015 �5.1 4.9
特殊鋼 306 �4.6 2.6
輸出向け 652 �5.2 6.7
普通鋼 530 �5.5 7.0
特殊鋼 122 �3.6 5.4

5―7面に出展企業紹介

廣瀬会長

三菱商事三菱商事

設
置
を
進
め
る
門
型
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

https : //www.japanmetal.com/




